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特定非営利活動法人
 ふくてっく

2006年７月
第71号

福祉と住環境を考える

６
月
定
例
学
習
会

　
平
成18

年
６
月
３
日
（
土
）

　
大
阪
工
業
大
学　

　
田
中
一
成　
先
生

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

　
私
の
専
攻
は
都
市
計
画
と

環
境
デ
ザ
イ
ン
、
大
阪
工
大
で

の
所
属
は
都
市
デ
ザ
イ
ン
工
学

（
か
つ
て
の
土
木
工
学
）
で
あ

る
。
東
京
生
ま
れ
の
関
東
育
ち

で
、
名
古
屋
・
福
岡
を
経
て
、

現
在
は
神
戸
住
ま
い
。
大
阪
工

大
勤
務
は
３
年
目
に
な
る
。

本
日
の
話
題
は
次
の
３
点
。

１
．
都
市
デ
ザ
イ
ン
工
学
に
お

け
る
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
「
環
境

デ
ザ
イ
ン
」

２
．
三
次
元
の
理
論
と
四
次

元
の
理
論　
「
関
係
の
デ
ザ
イ

ン
」
の
視
点

３
．
環
境
デ
ザ
イ
ン
研
究
の
紹

介■

デ
ザ
イ
ン
学
（
デ
ザ
イ
ン
に

は11

の
側 

・
７
つ
の
技
術
が
あ

る
）

　
デ
ザ
イ
ン
は
そ
の
流
れ
に

そ
っ
て11

の
側 

が
あ
る
。

①

現
実
を
解
釈
し②

問
題
意
識

を
持
つ　

③

調
べ
て
計
算
し
て

分
析
し
て
考
え
て
・
・
・　

④

ア
イ
デ
ア
を
見
付
け
る
、
文
・

形
に
す
る　

⑤

図
・
絵
や
数
値

で
表
現
し
て⑥

言
葉
で
人
に
伝

え
る
・
納
得
し
て
も
ら
う　

⑦

図 

・
模
型
映
像
実
験　

⑧

形

に
し
て
造
る
人
に
伝
え
る　

⑨

造
る
準
備　

⑩

実
物
を
つ
く
る　

⑪
管
理
運
営
し
修
理
（
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
）
す
る
。

　
そ
し
て
そ
の
過
程
で
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
は
次
の
７
つ
の
技
術
が

必
要
に
な
る

①

理
解
し
疑
問
を
も
つ　

②

調

査
分
析
す
る　

③
企
画
発
想
す

る　

④

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る　

⑤

作
図
す
る　

⑥

制
作
す
る　

⑦

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

す
る
。

　
こ
れ
ら
を
大 

す
る
と①

コ
ン

セ
プ
ト
を
創
る
技
術
（
分
析
・

企
画
・
発
想
と
創
造
力
）　

②

形
を
創
る
技
術
（
計
画
・
設

計
・
形
に
す
る
表
現
す
る
）　

の
２
種
類
の
技
術
が
求
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

■

環
境
デ
ザ
イ
ン
と
景
観
デ
ザ

イ
ン

　
デ
ザ
イ
ン
を
そ
の
対
象
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
小
で
序
列
す
る

と
、①

プ
ロ
ダ
ク
ト
・
工
芸
デ

ザ
イ
ン　

②

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン　

③

建
築
デ
ザ
イ
ン　

④

複
合
建
築
・
地
区
デ
ザ
イ
ン　

⑤

造
園
・
緑
地
デ
ザ
イ
ン　

⑥

都
市
・
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン　

⑦

地
域
デ
ザ
イ
ン　

⑧

グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン　
と
い
う
よ
う
に

分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
独
自

に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
し

て
い
た
。

　
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方

は
、
そ
う
し
た
縦
割
り
を
問

題
視
し
、
こ
れ
を
横
に
つ
な
ぐ

考
え
方
が
必
要
で
は
な
い
か

と
、30

年
前
か
ら
提
唱
さ
れ

始
め
た
。
こ
れ
を
「
環
境
デ
ザ

イ
ン
」
と
呼
ん
で
い
る
。
同
様

に
「
景
観
デ
ザ
イ
ン
」
も
建
築

以
上
の
ス
ケ
ー
ル
領
域
の
デ
ザ

イ
ン
を
横
に
つ
な
ぐ
も
の
だ
。

た
だ
、
ま
だ
ま
だ
旧
体
制
の
権

威
も
強
く
残
存
し
て
い
て
、
や

や
も
す
る
と
、
そ
の
一
部
に
吸

い
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る

が
・
・
・
。
要
す
る
に
様
々
な

レ
ベ
ル
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

デ
ザ
イ
ン
手
法
で
あ
る
。 

　
そ
も
そ
も
「
デ
ザ
イ
ン
」
と

い
う
と
、
「
用
」
よ
り
「
美
」

に
、
「
機
能
」
よ
り
「
意
匠
」

に
偏
し
た
も
の
と
捉
え
る
誤
解

が
あ
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
、

真
の
デ
ザ
イ
ン
は
そ
の
両
方
を

含
む
も
の
で
あ
る
。

■

３
Ｄ
と
デ
ザ
イ
ン
の
世

界
・
・
・
な
ぜ
３
Ｄ
か
？

　
我
々
の
廻
り
の
世
界
（
空

間
）
は
３
次
元
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
我
々
が
知
覚

す
る
世
界
は
視
覚
で
認
知
さ

れ
、
そ
し
て
脳
は
３
次
元
で
理

解
す
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ
て
い

る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
例
え
ば

優
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
少
し

先
の
時
間
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
４
次
元
の
知
覚
も

近
年
確
認
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　
プ
ロ
は
２
次
元
の
図 

を
見

て
、
３
次
元
を
認
知
で
き
る

が
、
一 

の
人
は
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
い
。
プ
ロ
が
新
し
い
技

術
を
会
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

説
明
す
る
力
は
飛
躍
的
に
増
大

す
る
。
人
は
人
の
印
象
を
目
か

ら55

％
、
声
で30

％
理
解
し
て

お
り
、
話
の
内
容
は
７
〜
８
％

に
過
ぎ
な
い
と
言
わ
れ
る
。
言

葉
に
よ
る
説
明
な
し
に
理
解

さ
せ
る
３
Ｄ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
技
術
が
注
目
さ
れ
て
い

る
の
は
こ
の
た
め
だ
。
す
こ
し

３
Ｄ
映
像
の
例
を
紹
介
す
る
。

　
と
も
か
く
も
、
私
た
ち
は
最

終
的
に
は
、
形
を
創
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。
３
Ｄ
映

像
技
術
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
環
境
デ
ザ
イ
ン
の
分

野
で
成 

を
生
む
こ
と
に
欠
か
せ

な
い
も
の
だ
。

■

三
次
元
の
知
覚
と
認

知
・
・
・
人
は
ど
の
よ
う
に
３

次
元
を
知
覚
す
る
か

　
基
本
と
な
る
視
覚
と
は
光
を

感
じ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
３
次

元
を
知
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は

①
 

置
を
知
覚
す
る
（
輻
湊
と
調

節
）

②

形
や
向
き
を
知
覚
す
る
（
両

眼
視
差
・
遠
近
法
情
報
・
運
動

視
差
）　

③

動
き
を
知
覚
す
る
（
両
眼
間

速
度
差
・
ル
ー
ミ
ン
グ
）

等
が
あ
る
が
ま
だ
ま
だ
知
覚
の

分
野
に
は
解
っ
て
い
な
い
領
域

が
あ
り
、
空
間
相
手
の
職
業
で

あ
り
な
が
ら
３
Ｄ
の
活
用
が

（
と
り
わ
け
表
現
領
域
で
）
遅

れ
て
い
る
。

■

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
（
遠
景
・

中
景
・
近
景
）

　
学
生
の
研
究
成 

事
例
を
い
く

つ
か
紹
介
す
る
。

（
中
略
）

ま
と
め

都
市
デ
ザ
イ
ン
工
学
に
お
け
る

「
デ
ザ
イ
ン
」
と
「
環
境
デ
ザ

イ
ン
」
。

３
次
元
の
理
論
と
４
次
元
の
理

論
（
関
係
の
デ
ザ
イ
ン
）
。

そ
し
て
、
今
後
の
課
題
は
地
域

と
の
つ
な
が
り
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。　
　

　
　
（
記　
中
北　
清
）

環
境
デ
ザ
イ
ン
の
世
界

関
係
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
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定例会のお知らせ

　
は
ぴｅ
ラ
イ
フ

　
ス
ク
エ
ア
京
都

　
４
月
29
・
30
日
の
２
日

間
、
京
都
市
の
烏
丸
四
条
に
あ

る
関
西
電
力
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

「
は
ぴ
ｅ
ラ
イ
フ
ス
ク
エ
ア
京

都
」
で
子
ど
も
木
工
教
室
が
開

催
さ
れ
た
。
木
工
部
の
中
か
ら

有
馬
・
平
松
・
長
岩
・
光
川
の

諸
氏
と
杉
浦
の
５
名
が
参
加
し

た
。

　　　　平成18年度会費のご案内
　ふくてっく会員の皆様、日ごろの活動お疲れさまです。
7月1日から新年度に入りますので、18年度会費のお支払いをお願いしま
す。郵便払い込みにてご送金されるか、例会参加時にお支払いください。
こむねっと部会所属の方はこむねっと会費のお支払いもお願いします。
　尚、退会される方、住所変更等のある方はご連絡ください。
　金　　額　 正会員　　　　  年額 10,000円
　　　　　　 信会員　　　　年額   1,500円
　　　　　　こむねっと会員　年額　 3,000円
　振込み先　 郵便局備え付けの払い込み用紙をご使用ください。
　　　　　　　　口座番号　00970‐5‐183177
　　　　　　　 加入者名　特定非営利活動法人　ふくてっく
　連 絡 先　 ATC事務局　TEL/FAX　06‐6614‐6800
　　　　　　メール　　　 izumih@sannet.ne.jp　和泉まで
　

子
ど
も
木
工
教
室

　
会
場
と
な
っ
た
関
西
電
力
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
は
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
で
、
我
々
に
提
供
さ

れ
た
部
屋
は
ガ
ラ
ス
張
り
の
ピ

カ
ピ
カ
で
、
机
を
汚
さ
な
い
よ

う
に
テ
ー
ブ
ル
カ
バ
ー
を
掛
け

更
に
新
聞
紙
を
敷
く
な
ど
ず
い

ぶ
ん
気
を
使
っ
た
。

　
木
工
教
室
は
午
後
１
時
か
ら

と
３
時
か
ら
の
２
回
で
、
１
時

か
ら
の
部
は
参
加
者
が
親
子
合

わ
せ
て
５
名
程
度
で
多
少
が
っ

か
り
し
た
が
、
３
時
か
ら
は
親

子
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
参

加
で
10
名

を
超
え
、
お

世
話
す
る
ス

タ
ッ
フ
も
大

忙
し
で
、
や

り
が
い
の
あ

る
１
日
だ
っ

た
。
た
だ
、

主
催
者
の
要

望
で
大
工
道

具
を
一
切
使

え
な
か
っ
た

の
が
残
念

だ
っ
た
。

（
杉
浦　
史

郎
）

　
わ
い
わ
い
祭
り

　
社
会
福
祉
法
人
奈
良
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
の
知
的
障
害
者
施

設
が
主
催
す
る
「
わ
い
わ
い
祭

り
」
が
６
月
４
日
に
開
催
さ

れ
、
木
工
部
が
材
料
・
機
材
・

テ
ン
ト
２
張
り
・
の
ぼ
り
数
本

を
運
び
入
れ
、
「
子
ど
も
木
工

教
室
」
の
看
板
を
立
て
た
。
こ

の
施
設
は
近
鉄
の
飛
鳥
駅
か
ら

徒
歩15

分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、

竹
林
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
地
に

あ
る
。
そ
の
す
ぐ
横
に
保
育
所

が
あ
り
、
会
場
と
な
っ
た
の
は

そ
の
保
育
所
の
広
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
あ
る
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
中
央
に
は
Ｓ

Ｌ
が
、
障
害
者
や
そ
の
家
族

を
乗
せ
、
白

い
煙
を
は
い

て
走
っ
て
お

り
、
周
り
に

は
沢
山
の
テ

ン
ト
が
張
ら

れ
、
地
域
に

あ
る
作
業
所

や
福
祉
関
係

施
設
の
お
店

が
あ
る
。
我

が
ふ
く
て
っ

く
の
会
員
の

佐
藤
さ
ん

（
主
催
者
）

は
と
い
う

と
、
生
ビ
ー

ル
の
サ
ー

バ
ー
の
と
こ

ろ
で
真
っ
赤
な
顔
を
し
て
店
番

を
し
て
お
ら
れ
る
。

　
参
加
メ
ン
バ
ー
は
有
馬
・
松

本
・
長
岩
・
葛
西
・
光
川
・
杉

浦
と
午
後
か
ら
脇
坂
・
秋
岡
の

両
氏
が
顔
を
見
せ
ら
れ
た
。

　
午
前10

時
に
ス
タ
ー
ト
し
、

大
勢
の
障
害
者
や
一 

の
方
々

で
テ
ン
ト
の
中
は
大
賑
わ
い
。

あ
っ
と
い
う
間
に
閉
店
の
３
時

が
来
て
し
ま
っ
た
。

　
材
料
や
道
具
の
運
搬
を
快
く

引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
大
和

建
設
の
立
溝
さ
ん
に
は
大
い
に

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
杉
浦　
史
郎
）

　
　
８
月

　
　
　
休
会

　
　
９
月

日
時　
９
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時
30分
〜
５
時
頃

場
所　
大
阪
市
立
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室
（
予

定
）

内
容　

◆

学
習
会　
講
師
・
テ
ー
マ
＝
未
定

　
　
　
　

◆

定
期
総
会
（
３
時
頃
よ
り
）
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住
宅
改
修
Ａ　
依
頼
内
容

Ｂ　
日
常
生
活
と
家
庭
状
況

Ｃ　
解
決
方
法

Ｄ　
改
善
後
の
状
況
と
考
察

事
例
報
告

松
原
市 80

歳
前
半　
女
性
要
介

護
１　
身
体
障
害
者
３
級

業
者
委
託　
大
和
建
設　

Ａ　
依
頼
内
容

　
安
心
し
て
入
浴
で
き
る
浴
室

の
環
境
整
備
、
一
人
で
夜
間
安

全
に
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
の
環

境
整
備
、
屋
内
の
移
動
動
作
を

安
全
に
行
え
る
環
境
整
備
。

Ｂ　
日
常
生
活

　
ご
家
族
は
ご
本
人
・
娘
さ
ん

（40

歳
代
）
・
孫
（
男
子
高
校

生
）
の
３
人
暮
ら
し
で
す
。
日

常
の
介
助
は
主
に
娘
さ
ん
で
す

が
、
娘
さ
ん
も
仕
事
が
あ
り
昼

間
は
一
人
に
な
り
ま
す
。
今
回

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
・
住
宅

改
造
助
成
金
を
活
用
す
る
為
に

介
護
認
定
を
申
請
し
ま
し
た
。

　
ご
本
人
は
視
力
障
害
、
変
形

性
膝
関
節
症
に
よ
り
、
移
動
動

作
が
不
安
定
で
し
た
。

　
現
況
の
浴
室
は
、
洗 

所
と
段

差
が
あ
り
（
ス
ノ
コ
で
段
差
解

消
を
し
て
い
ま
す
が
安
定
性
が

悪
い
）
浴
槽
も
深
く
、
浴
室
内

の
移
動
や
入
浴
動
作
に
は
い
つ

も
介
助
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

使
用
後
に
ス
ノ
コ
を
持
ち
上
げ

て
の
清
掃
は
、
娘
さ
ん
の
身
体

的
負
担
に
な
っ
て
き
て
い
ま
し

た
。

　
夜
間
ト
イ
レ
利
用
時
に
転
倒

す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
原
因

と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ト
イ
レ

内
の
床
段
差
や
洋
式
便
器
座 

の

低
さ
で
し
た
。
（
座 

３
７
０

㎜
、
使
用
に
際
し
関
節
に
負
担

が
か
か
り
痛
み
を
生
じ
て
転

倒
）

　
家
具
な
ど
を
手
摺
代
わ
り
に

利
用
し
生
活
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
代
替
の
無
い
と
こ

ろ
は
壁
や
建
具
に
手
を
添
え
て

移
動
動
作
・
開
閉
動
作
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

Ｃ　
解
決
方
法

　
浴
室　

①

約
１
坪
の
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
浴
槽
背
側
に
介
助

ス
ペ
ー
ス
を
確
保②

床
段
差

の
解
消③

入
口
開
き
戸
を
折

れ
戸
に
変
更
、
有
効
開
口
幅

７
５
０
㎜
を
確
保
。④

浴
槽
の

立
ち
上
が
り
は
４
０
０
㎜
、
Ｌ

１
３
０
０
㎜
の
浴
槽
に
交
換

⑤

浴
槽
内
移
動
用
・
立
ち
上
が

り
・
姿
勢
保
持
用
の
手
摺
等
の

取
付⑥

内
釡
を
給
湯
器
に
変
更

⑦

壁
の
補
修
、

　
ト
イ
レ　

①

床
段
差
の
解
消

②

小
壁
撤
去③

洋
式
便
器
の
交

換
（
便
座
高
さ
が
低
い
場
合

は
、
補
高
便
座
等
で
高
さ
調
整

し
ま
す
が
、
現
況
の
便
座
は
Ｕ

型
で
あ
り
こ
の
便
座
に
適
合
す

る
補
高
便
座
は
な
く
、
便
器
の

交
換
が
介
護
保
険
で
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
）④

移
動
用
・
座 

保

持
用
・
立
ち
上
が
り
用
手
摺
の

取
付⑤

洗 

所
と
の
境
を
２
枚
引

き
込
み
戸
に
変
更

　
廊
下
・
勝
手
口　
姿
勢
保
持

用
・
移
動
用
手
摺
の
取
付

Ｄ　
改
善
後
の
状
況

　
浴
室
は
見
守
り
程
度
（
声
賭

け
）
で
安
全
に
入
浴
す
る
こ
と

ス
ノ
コ
を
立
て
か
け
た
と
こ
ろ

浴
室　
ス
ノ
コ
を
設
置
し
て
使

が
で
き
、
ト
イ
レ

も
障
害
に
な
る
も

の
が
無
く
安
心
し

て
排
泄
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
介
助
入
浴
か

ら
見
守
り
へ
、
夜

間
安
心
し
て
ト
イ

レ
利
用
が
で
き
る

環
境
整
備
。
自
立

と
介
助
負
担
を
軽

減
で
き
た
住
宅
改

修
に
、
ご
家
族
喜

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　
将
来
排
泄
動
作
に
介
助
が
必

要
に
な
る
時
の
こ
と
考
え
、
ス

ペ
ー
ス
確
保
の
為
洗 

室
と
ト
イ

レ
の
境
を
２
枚
引
き
込
み
戸
に

し
た
事
が
、
窓
の
無
く
暗
か
っ

た
洗 

室
に
外
光
を
取
り
込
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
本
人
も

浴
室
改
修
後　
介
護
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

入
口
・
洗
い
場
部
分

廊
下
手
す
り

整
容
行
為

を
す
す
ん

で
洗 

所

で
行
う
よ

う
に
な
っ

た
そ
う
で

す
。　

（
清
水 

麗

子
）

ト
イ
レ
内
手
す
り

ト
イ
レ
改
修
前
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住
宅
改
修
部
・
研
修
部

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

「
老
後
を
ど
う
迎
え
る
か
」

「
住
宅
改
修
事
例
の
検
討
」

　
住
宅
改
修
課
題
説
明
（
清
水

会
員
）
の
後
、
畑
会
員
か
ら
問

題
提
起
。
ふ
く
て
っ
く
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
一
軒
で
も
多
く
の

家
屋
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
し

て
、
最
期
は
自
宅
で
迎
え
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
を
創
る
こ
と

だ
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
に

住
ん
で
る
人
は
福
祉
先
進
国
の

ス
ェ
ー
デ
ン
で
は5.6

％
、
低
福

祉
国
の
ア
メ
リ
カ
で
さ
え5.0

％

あ
る
の
に
対
し
、
日
本
は
わ
ず

か0.8

％
に
す
ぎ
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
に
は
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と

い
う
、
ホ
ス
ピ
ス
を
中
核
と
す

る
老
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
造
ら

れ
て
、
裕
福
な
老
人
は
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
一
方
、
貧
困
層

は
悲
惨
な
状
況
に
あ
る
。
日
本

で
は
春
山
満
氏
が
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
を

導
入
し
て
い
る
が
、
評
判
は
芳

し
く
な
い
よ
う
だ
。
大
規
模
施

設
整
備
を
止
め
て
、
小
規
模
多

機
能
ホ
ー
ム
（
拠
点
）
の
推
進

が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
全
く
進

ん
で
い
な
い
。
と
に
か
く
行
政

に
は
任
せ
ら
れ
な
い
。

　
官
僚
の
原
則
は
、①
責
任
を

と
ら
な
い②

投
資
効 

を
考
え
な

い③

弱
者
の
味
方
を
し
な
い④

内
部
批
判
を
し
な
い
・
・
・
。

結
局
は
市
民
ど
う
し
の
助
け
合

い
、
そ
し
て
自
分
で
守
る
し
か

な
い
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
な
ん

と
言
っ
て
も
少
し
の
蓄
え
は
必

要
。
そ
れ
で
も
住
環
境
が
不
備

だ
と
最
期
は
施
設
に
頼
る
し
か

な
い
が
、
施
設
に
も
限
界
。
比

較
的
安
価
な
有
料
老
人
ホ
ー
ム

も
で
き
つ
つ
あ
る
が
、
職
員
は

低
賃
金
で
激
務
。
若
い
ス
タ
ッ

フ
が
続
か
な
い
。
さ
あ
、
あ
な

た
は
ど
う
す
る
。

■

Ｃ
グ
ル
ー
プ
（
老
後
を
ど
う

迎
え
る
か
）
佐
藤
会
員
発
表

　
高
齢
社
会
を
生
き
る
パ
タ
ー

ン
と
し
て
い
く
つ
か
の
生
き
方

が
あ
る
。
１
つ
は
身
内
を
中
心

に
生
き
る
、
こ
れ
が
一
番
望
ま

し
か
っ
た
が
今
後
は
ど
う
か
。

現
実
は
そ
う
も
言
っ
て
お
ら
れ

な
い
。
そ
こ
で
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
不
安
ば
か

り
。
と
い
う
こ
と
で
、
住
ん
で

る
地
域
社
会
に
豊
か
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
復
活
し
て
生
き
て
行

く
こ
と
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
例
え
ば
町
内
会
の

バ
ス
ツ
ア
ー
さ
え
も
継
続
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
る
昨
今
だ
。
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
抜
本
的

に
問
い
直
す
必
要
が
あ
り
そ
う

だ
。

■

Ｄ
グ
ル
ー
プ
（
老
後
を
ど
う

迎
え
る
か
）
上
野
谷
会
員
発
表

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
結
論
は

出
て
い
な
い
。
と
い
う
よ
り
、

皆
好
き
な
こ
と
ば
か
り
発
言
し

て
、
ま
と
め
る
気
は
ぜ
ん
ぜ
ん

な
い
。
で
も
、
和
や
か
に
話
が

で
き
、
内
容
は
殆
ど
Ｃ
グ
ル
ー

プ
の
発
表
に
重
な
る
。
と
も
か

く
老
後
も
生
き
甲
斐
を
持
っ

て
生
き
る
基
盤
づ
く
り
が
大
切

で
、
そ
こ
に
行
政
レ
ベ
ル
で
の

努
力
を
う
ま
く
活
用
し
て
行
く

こ
と
だ
ろ
う
。

■

Ｂ
グ
ル
ー
プ
（
住
宅
改
修
事

例
の
検
討
）
小
川
会
員
発
表

　
予
算
や
、
本
人
の
年
齢
を
考

慮
し
て
、
改
修
工
事
は
最
小
限

に
す
る
。
玄
関
と
寝
室
・
ト
イ

レ
ま
わ
り
に
集
中
し
た
。
玄

関
の
開
口
と
土
間
を
拡
幅
し
、

段
差
解
消
機
を
設
置
し
て
Ｆ
Ｌ

（
現
況
畳
天
端
）
に
上
が
る
。

室
内
移
動
は
手
動
車
い
す
と
い

う
前
提
（
電
動
車
い
す
は
身
体

事
情
に
よ
り
使
用
不
可
と
判

定
）
。
寝
室
は
コ
ル
ク
タ
イ
ル

（
汚
れ
た
ら
部
分
更
新
で
き
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
性
も
）
浴
室
は
さ

わ
ら
ず
、
ト
イ
レ
と
洗 

を
一

室
に
し
て
、
寝
室
と
は
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
で
区
画
。
こ
ち
ら
は

Ｃ
Ｆ
。
便
器 

置
か
え
て
環
境
改

善
。
ト
イ
レ
と
ベ
ッ
ド
ま
わ
り

に
緊
急 

報
装
置
。
暖
房
設
備
も

整
え
て
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を

避
け
る
。

　
吉
本
会
員
か
ら
、
便
器
へ
の

車
い
す
の
ア
ク
セ
ス
に
問
題
指

摘
。

　
後
藤
会
員
か
ら
、
で
き
れ
ば

台
所
へ
は
行
け
る
よ
う
に
し
た

ほ
う
が
・
・

　
清
水
会
員
か
ら
、
食
事
は
？

夜
の
ト
イ
レ
は
？

■

Ａ
グ
ル
ー
プ
（
住
宅
改
修
事

例
の
検
討
）
山
本
会
員
発
表

　
生
活
の
場
と
し
て
寝
室
と
居

間
を
ひ
と
続
き
に
し
た
。
玄

関
か
ら
寝
室
へ
の
ル
ー
ト
と
し

て
台
所
を
利
用
し
、
レ
ベ
ル
は

台
所
に
合
わ
せ
て
寝
室
や
ト
イ

レ
を
下
げ
る
。
電
動
車
い
す
で

の
移
動
を
考
え
床
の
補
強
が
必

要
と
な
る
。
書
道
教
室
の
名
残

を
残
す
意
味
で
店
の
間
、
中
の

間
を
さ
わ
ら
な
い
。
ト
イ
レ
の

計
画
。
右
手
し
か
使
え
な
い
こ

と
を
配
慮
し
て
、
向
き
を
変
え

る
。

　
後
藤
会
員
よ
り
、
寝
室
を
拡

げ
た
の
は
い
い
と
思
う
が
、
台

所
を
上
げ
た
方
が
い
い
の
で
は

な
い
か
。
床
を
下
げ
る
工
事
は

大
変
だ
。

　
中
北
会
員
よ
り
、87

才
で

脳
梗
塞
に
な
っ
て
か
ら
電
動
車

い
す
は
使
え
な
い
の
で
は
な
い

か
。
葛
西
会
員
も
同
意
見
。

　
吉
本
会
員
よ
り
、
車
い
す
で

ト
イ
レ
に
行
き
た
い
と
い
う
要

望
だ
が
、
夜
休
ん
で
い
る
時
に

車
い
す
で
移
動
し
て
ト
イ
レ
に

行
く
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
。

そ
れ
よ
り
も
ベ
ッ
ド
脇
に
置
く

ポ
ー
タ
ブ
ル
を
工
夫
す
る
方
法

も
考
え
て
欲
し
い
。

■

畑
会
員
よ
り
現
実
の
解
決
案

の
説
明
。
現
実
に
は
予
算
は

１
０
０
万
以
内
だ
っ
た
。
ス

ペ
ー
ス
の
関
係
で
ス
ロ
ー
プ
は

無
理
だ
か
ら
段
差
解
消
機
を
設

置
す
る
の
は
両
案
と
同
じ
。
床

を
下
げ
る
の
は
工
事
上
大
変
。

上
げ
る
ほ
う
が
簡
単
。
水
回
り

ま
で
下
げ
る
と
な
る
と
配
管
勾

配
の
調
整
も
難
し
い
。
こ
の
案

で
は
ト
イ
レ
を
洗
濯
場
に
し
て

洗 

室
を
ト
イ
レ
に
改
装
、
便

器 

置
は
左
麻
痺
を
考
慮
し
て
い

る
。
浴
室
は
娘
さ
ん
が
使
え
る

よ
う
に
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

　
清
水
会
員
、
車
い
す
へ
の
移

乗
を
ど
う
す
る
の
か
、
立 

や
歩

行
が
で
き
る
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
し
な
い
と
い
け
な
い
。
夜
間

に
ト
イ
レ
へ
行
き
た
い
と
い
う

要
望
の
現
実
性
に
は
疑
問
が
あ

る
。

■
杉
浦
理
事
長
の
総
括　
Ｄ
グ

ル
ー
プ
の
上
野
谷
さ
ん
ご
苦
労

様
。
私
も
Ｄ
に
い
た
が
話
の
内

容
は
Ｃ
と
ダ
ブ
ル
。
正
直
私
た

ち
の
生
活
は
ど
う
な
る
か
と
い

う
不
安
が
大
き
い
。
結
論
は
小

銭
を
あ
つ
め
な
あ
か
ん
・
・
。

認
知
症
に
な
る
と
判
断
能
力
を

失
う
の
で
事
前
の
準
備
が
大
事

だ
が
、
以
前
に
行
っ
た
調
査
で

興
味
深
い
資
料
が
あ
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
だ
っ
た
の
で20

〜30

才

台
が
多
か
っ
た
。
老
後
ど
こ
に

過
ご
し
た
い
か
と
い
う
と
、
環

境
の
良
い
山
村
や
海
辺
が
多
い

（
特
に
男
性
）
が
女
性
は
都
会

に
住
み
た
い
よ
う
だ
。
男
女
と

も32

％
は
現
在
の
す
ま
い
を
希

望
す
る
な
か
、
海
外
も
結
構
多

く
約10

％
。
海
外
は
生
活
費
が

安
い
の
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

暮
ら
し
方
に
つ
い
て
は
夫
婦
で

も
単
身
で
も
自
宅
志
向
が
強
く

（
約
９
割
）
、
施
設
志
向
は
１

割
。
住
宅
改
修
を
若
い
う
ち
に

や
り
た
い
も
結
構
多
い
（
浴

室
、
ト
イ
レ
、
次
に
廊
下
と
玄

関
）
。

　
住
宅
改
修
検
討
を
聞
い
て
、

い
つ
も
の
事
例
報
告
に
も
っ
と

情
報 

を
多
く
し
た
ら
よ
り
興
味

深
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
感

じ
た
。

　
　
　
　
（
記　
中
北　
清
）

超
高
齢
化
社
会
と

　
高
齢
者
の
住
環
境

　
　
　
　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２


